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【図書フロアからのお知らせ】

秋のおすすめ本
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表紙面 2C  スミ＋DIC455

表 4 表 1

開館時間：平日10時～22時　■土曜10時～19時 ■ 日祝10時～17時  ■休館日 

お問合せ先：千代田区立日比谷図書文化館  〒100-0012 千代田区日比谷公園1-4 TEL：施設代表 03-3502-3340  図書総合カウンター 03-3502-3343  URL：https://www.library.chiyoda.tokyo.jp/hibiya/

掲載されている内容について変更や中止となる場合があります。
最新情報は、ホームページ等をご確認ください。
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「東京―TOKYO」（～11/15）
再開発が進み、日々変化を続ける街、東京。徳川家康が幕府を開い
てから東京の地は政治・経済の中心となり、今でも人が多く集まる
大都市として栄えています。東京とはどのような街なのでしょう
か。改めて東京の魅力と現状を見つめる展示です。

竹久夢二生誕140年、没後90年記念特別展
「夢二式モデルルームへようこそ！
―夢二好みの室内空間―」関連展示（11/2～12/15）
11/2から開催の特別展にあわせて竹久夢二の芸術や生涯を紹介
するとともに、夢二が活躍し15年と短いながらも西洋文化の影響
を受けて華やかな文化流行を生んだ大正時代の生活様式に注目
した展示です。

「○○な関係」（～2025/2/14）
私たちは誰しも何かと関係を築きながら生きています。本展示で
は私たちが生きていくうえで関わりの深い９つの「関係」を取り上
げて紹介しています。当館初の試みとしてスタッフが厳選した関係
性のある本を2～3冊セットでご用意し、貸出しています。

※展示情報は変更する場合がございます。11月 の 展 示 情 報
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ネガティブ・リテラシーのすすめ』
● 佐藤 卓己  著
● 岩波新書　● 2024年
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■3F グリーンゾーン ～2025/1/17（金）

ライブラリー・インフォメーションL I B R A R Y  I N F O R M A T I O N

SNSの普及や生成AIの急成長な
ど、オンラインでのやりとりが活発
化した現代社会では、何が本当の
ことなのか、判断に迷うことが多く
なってきています。 様々な情報が
飛び交い、即座に反応しがちな今
こそ、じっくり物事を考えるために
必要なものを、読書から見つけて
いきましょう。

事実が生成される時代 (金)
1511

©SUGIMATAM IHOKO 

パープル
ゾーン

2F

三角台

11

19 20

2024年   11月

8
1

9
2

12

2625

4 53
10
17
24

14
7

13

27

6

28 29 30

日 月 火 水 木 金 土

22 23
15

21
11
18

16
19 20

NEW!

NEW!

『方舟を燃やす』
● 角田 光代  著
● 新潮社
● 2024年

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
「万能の天才」と呼ばれるレオナル

ド・ダ・ヴィンチですが、伝わるエ

ピソードを見ると、その人生は驚く

ほど人間くさく、親しみやすいエピ

ソードが万歳です。豪華な顔ぶれ

の同時代人とのあれこれ、驚異的

な仕事の裏話とともに、イラストを

ふんだんに用いて、レオナルドの人

生と素顔を楽しくご紹介します。

レオナルド・ダ・ヴィンチって
こんな人！？

杉全 美帆子（すぎまた みほこ） 
女子美術大学洋画専攻卒業。グラフィックデザイナーとして広告制作会社などに勤務後、イタリアに7 
年間留学（フィレンツェ、ボローニャ）。アカデミア・ディ・フィレンツェ卒業。イラストと文章で美術鑑賞
に役立つ知識を気軽に学べる「イラストで読む美術シリーズ」（河出書房新社）を手がける（『ルネサン
スの巨匠たち』『レオナルド・ダ・ヴィンチ』『印象派の画家たち』『ギリシア神話の神々』『旧約聖書の物
語と絵画』『新約聖書の物語と絵画』『ヨーロッパの王家の物語と絵画』など）。展覧会のイラストガイド
の執筆、講演なども行う。東京新聞にて「杉全美帆子の読み解きアート」（月1・第2 火曜・朝刊）連載中。

アートイラストレーター 杉全美帆子が語る vol.2
H I B I Y A  C o l l e g e

伝わるさまざまな
逸話から人柄に迫る

■ 日時：11月15日（金）
 19：00～20：30（18：30開場）

■ 会場：地下１階 
  日比谷コンベンションホール （大ホール） 

■ 定員：200名　
■ 参加費：1000円

●講師： 杉全 美帆子
  （作家・イラストレーター）

読書週間！
読書の秋は
日比谷図書文化館へ
第78回読書週間が、10月27日から11月9日の2週間にわたって開催
されます。日比谷図書文化館では、受け入れた本を毎週土曜日に提
供しております。ぜひこの2週間をきっかけに、日比谷図書文化館で
新しい本と出会ってみませんか？

●読書週間の歴史●
「読書の力によって、平和な文化国家を作ろう」という決意の
もと、出版社・取次会社・書店と公共図書館、そして新聞・放送
のマスコミ機関も加わって、1947年（昭和42年）11月7日から、
第1回が開催されました。

引用 公益社団法人 読書推進運動協議会HP
http://www.dokusyo.or.jp/jigyo/jigyo.htm

『老人と海』
● ヘミングウェイ  著
● 小川 高義  訳
● 光文社古典新訳文庫
● 2014年

脈打つ肉体、ほとばしるような海の
情景！漁師の老人と、巨大カジキの
壮絶な戦いを描く不朽の名作です。
ボロボロになっても諦めない老人を
活写する文章に、ページをめくる手
が止まらなくなります。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
『地の糧』
● ジッド  著
● 今 日出海  訳
● 新潮文庫
● 2023年

『書を捨てよ、そして町へ出よう』…。
2023年に約40年ぶりに復刊した
思想書には、いつの時代であろうと
変わらない、自由になることへの肯
定が描かれていました。読者の魂を
揺さぶる1冊です。

〔 都営地下鉄 〕
●三田線「内幸町駅」A7出口  徒歩3分 
〔 東京メトロ 〕
●丸ノ内線
●日比谷線 「霞ヶ関駅」B2出口徒歩3分
●千代田線  「霞ヶ関駅」C4出口徒歩3分 
 ＪＲ 「新橋駅」 徒歩10分

※当施設に駐車場・駐輪場は
ございません。 公共交通機関を
ご利用下さい。
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『江戸名所図会』に見る行楽と商い

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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(木)他
14

日比谷オペラ塾

名作オペラの魅力、再発見 （全２回）
2024/2025シーズンのテーマは、 「名
作オペラの魅力、再発見」と題して、もう
一度、名作と言われるオペラの魅力を、
さまざまな角度から再発見したいと思
います。その第1回として11月は、ドニ
ゼッティの傑作オペラ・ブッファを、読み
解いていただきます。
（主催：フェニーチェ劇場友の会）

■ 日時：11月14日（木）19：00～20：30（18：30開場）

 ドニゼッティ「愛の妙薬」その魅力
 講師：石戸谷 結子（音楽評論家） 
 12月19日（木）19：00～20：30（18：30開場）
  J.シュトラウスII「こうもり」の魅力
 講師：堀内 修（音楽評論家） 

■ 会場：４階 スタジオプラス（小ホール）  
■ 定員：60名　■ 参加費：1500円

11

(土)
1611

ガエターノ・ドニゼッティ
（1797-1848）

特別研究室所蔵の江戸の風俗や名所を図版とと
もに紹介している『江戸名所図会』（斎藤月岑 編
輯・長谷川雪旦 画）から当時の行楽地や今では見
られなくなった商売の様子を紹介します。人が集ま
る寺社や行楽地ではさまざまな商売が始まり、名物
となったものもあります。 人々で賑わう場所ではど
のような商売が行われ、どのように変わっていっ
たのかについて展示資料を通して考察します。

● 期間：開催中～12月28日（土） ● 開室時間：平日10：00～20：00 
土曜10：00～18：00 日曜・祝日10：00～16：00 ● 会場：4階特別研究室

〈上記３講座共通〉 ■ 会場：地下１階 日比谷コンベンションホール（大ホール）  ■ 定員：200名　■ 参加費：500円

From Chiyoda Public Library【千代田区立図書館からのおしらせ】 

『光る君へ』とその時代 
大河ドラマと古典文学の間

◆ 日時：11月13日(水)10時30分～12時（10時開場）
◆ 会場：日比谷図書文化館4階 スタジオプラス  ◆ 定員：40名（事前申込制、先着順）
◆ 申込：10月21日（月）10時～千代田区立図書館ホームページの
　「お申し込みフォーム」からお申し込みください。　◆ 参加費：無料

◆ 講師：桜井 宏徳（大妻女子大学教授）
古典文学や歴史的資料と比較し、時代背景にも触れなが
ら、NHK大河ドラマ「光る君へ」の世界を読み解きます。
主催：大妻女子大学国文学会、千代田図書館

● 主な展示資料 … 『江戸名所図会』、『諸国六十余州名所図会』 ほか

入場
無料

竹久夢二（1884-1934）は大正時

代を代表する詩人・画家として知

られています。その生誕140年・

没後90年を記念し、今年は夢二

作品を所蔵する千代田区と金沢

湯涌夢二館で連携特別展を開

催します。 本展覧会では、夢二

らしさが伝わる理想的な室内空

間を「夢二式モデルルーム」とし

て紹介します。 夢二の好みと生

活には、いまわたしたちが心豊か

に生きるヒントも散りばめられて

います。会場に展示する夢二式

モデルルームの作品と現存する

夢二デザインの日用品や夢二の遺

品などをご覧いただき、人物以

外にも目を向けて夢二の好みに

満ちた世界をお楽しみください。

夢二式モデルルームへようこそ！

●休館日：11月18日（月）●開室

時間：月～木・土 10時～19時、金 

10時～20時、日・祝10時～17時

（入室は閉室の30分前まで）●会

場：日比谷図書文化館１階特別展

示室 ●観覧料金：一般500円、大

学・高校300円、区内在住者・中学

生以下・障がい者（付添1名）無料

●主催：千代田区、千代田区教育

委員会●協力：公益財団法人金

沢文化振興財団 金沢湯涌夢二館、

千代田区立日比谷図書文化館

12 15（日）

竹久夢二生誕140年、没後90年記念特別展 

特 別 展 関 連 講 座

鷲神社・大鳥神社とお金の話
講師：鈴木 浩三（経済史家）

木枯らしが吹くと酉の市の
季節。各地の鷲（おおとり）
神社は熊手を求める人々で
賑わいます。商売繁昌が御
利益の鷲神社や酉の市は、
鳥の王の鷲が転化したもの。
この講座では、鷲神社が「商
売の神様」として中世の関東
で広まった背景や、当時の
関東平野や江戸湾における
商売（水運や市場など）の様
子を解説します。

■ 日時：11月16日（土）14：00～15：30（13：30開場）
■ 会場：地下１階 日比谷コンベンションホール（大ホール）
■ 定員：200名　■ 参加費：1000円

カネ

2
夢二のパトロンとそのコレクション
―金沢湯涌夢二館のコレクションを中心に―

講師：  太田 昌子（金沢湯涌夢二館前館長）

明治末大正初期にその「夢二式美人画」によって
時代の寵児となった詩人画家・竹久夢二は、師や
画壇に頼らず独立不羈の道を選び、彼を支援し
た親友やパトロンたちはコレクションを形成す
ることになりました。この15年間に金沢湯涌夢二
館に新収蔵された７コレクションと「竹久家コレ
クション」を紹介します。
■ 日時：11月9日（土）14：00～15：30（13：30開場）

1
自伝的小説「出帆」に込められた
夢二のこだわり
講師：平町 允（千代田区文化財事務室学芸員）

龍星閣旧蔵竹久夢二コレクションには、夢二自
身が筆をとった唯一の自伝とされる小説「出
帆」の挿絵原画が含まれます。本講座では「出
帆」に描き込まれた衣服や雑貨などに着目し、
「夢二式モデルルーム」の構成要素である
ファッションや日用品に対する夢二の愛着を
読み解きます。

■ 日時：11月2日（土）14：00～15：30（13：30開場）

3
「夢二式モデルルーム」の
楽しみ方
講師：  川瀬 千尋（金沢湯涌夢二館学芸員）

竹久夢二が描いた作品のなかでも、人物を中心
として室内空間を描いたイラストレーションを
「夢二式モデルルーム」と称して、その魅力的な
作品の数々を紹介します。インテリアやファッ
ション、人物が手にするアイテムなど、細部にま
で夢二の趣味が反映された作品の見所をお話し
します。
■ 日時：11月23日（土・祝）14：00～15：30（13：30開場）

浅草田甫酉の市
（『風俗画報』臨時増刊67号
江戸歳時記 下 / 1894年）

富士見茶亭
（『江戸名所図会』 / 1836年）

▶「日比谷カレッジ」とは、日比谷図書文化館が主催・共催で行うセミナーやイベントです。 「江戸・東京」「本」「スキルアップ」「芸術」「センスアップ」の
　５つのカテゴリーに基づき、さまざまな「学び」と「交流」の場を提供します。

11・12月の講座  
〈 参加申込 〉電話（03-3502-3340）またはホームページにて、講座名、お名前（よ
みがな）、お電話番号をご連絡ください。当館１階の受付でもご予約を承ります。
各講座とも定員になり次第、締め切ります。キャンセルの場合はご連絡ください。
参加費は当日支払いです。（現金のみ）千代田区民料金のある講座は、当日、図書
貸出券や健康保険証など住所が確認できるものをお持ちください。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

特 別 研 究 室 企 画 展 示

-夢二好みの室内空間‐
お正月/『子供之友』３巻１号挿絵 1916 (大正5)年１月／千代田区蔵

展 示 解 説 
11月8日（金） 18：00～ 担当：千代田区文化財事務室学芸員
11月23日（土・祝） 10：30～ 担当：金沢湯涌夢二館学芸員
12月6日（金） 18：00～ 担当：千代田区文化財事務室学芸員
■時間：各回約30分  ■会場：日比谷図書文化館１階特別展示室  ■定員：先着20名（事前申し込み不要）

11 2（土）
(金)

612

(金)
2012

千代田区内ミュージアム連携企画 展覧会への入口講座Vol.42

静嘉堂の名品で楽しむ！平安文学と美術の世界
講師： 藤田 紗樹（静嘉堂文庫美術館 学芸員）

静嘉堂＠丸の内で開催の「平安文学、いとをかし」展に出品の作品
から、『源氏物語』を中心に平安文学をテーマにした作品をご紹介し
ます。国宝・俵屋宗達「源氏物語関屋澪標図屏風」や修理後初公開
の「住吉物語絵巻」などから、物語のストーリーとともに美術作品を
味わいましょう。

■ 日時：12月6日（金）19：00～20：30（18：30開場）
■ 会場：地下１階 日比谷コンベンションホール（大ホール）
■ 定員：200名　■ 参加費：1000円（千代田区民 500円）

国
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(木)
1212 魅惑のモダン都市
－レビューと少女歌劇の時代－
講師： 石坂 安希（早稲田大学演劇博物館招聘研究員）

関東大震災後の東京は、景観をはじめ
価値観や時間感覚までもが大きく変化
していきました。そうした中、人々が夢中
になった芸能がフランス発祥のレビュー
でした。本講演では、華やかなりし戦前
のモダン都市・帝都東京の魅力を紐解
くと共に、当時大流行したレビューと少
女歌劇について紹介していきます。

■ 日時：12月12日（木）19：00～20：30（18：30開場）
■ 会場：地下１階 日比谷コンベンションホール（大ホール）
■ 定員：200名　■ 参加費：1000円

「浅草松竹座のレビュー」
出典：国立国会図書館
デジタルコレクション

略奪文化財のいまを考える②

文化財を通して見る日本社会と韓国・朝鮮 
〈負の遺産〉を架け橋に
講師： 外村 大  （東京大学大学院総合文化研究科教授）、
   長澤 裕子 （早稲田大学国際和解学研究所・招聘研究員）
モデレーター： 郷原 信之（日本経済新聞社デスク）

文化財返還問題を通じ、日本と
韓国・北朝鮮の関係に光を当て
ます。植民地時代の朝鮮では
日本人主導で様々な文化財の
調査や収集、売買が行われまし
た。日本と朝鮮・韓国の人々の
未来のためには、こうした文化財の問題とどう向き合うべきなので
しょうか。講演とパネルディスカッション形式で理解を深めます。

■ 日時：12月20日（金）19：00～21：00（18：30開場）
■ 会場：地下１階 日比谷コンベンションホール（大ホール）
■ 定員：200名　■ 参加費：1000円

北朝鮮の北関大捷碑返還記念切手

(木)
28

上廣・日比谷ライブラリーレクチャー  私のチャレンジ人生  第７回

いくつになってもチャンスがある
～多様な人生の切り拓き方
講師：柳川 範之（東京大学大学院経済学研究科・経済学部教授）

技術革新のスピードが速く大変な時代にみえ
る現代は、新しいチャンスの時代でもありま
す。大学教員としてはかなり変わった経歴を持
ち、変わった経験を積んだ私がチャンスの活
かし方、チャンレンジの仕方を考えます。

■ 日時：11月28日（木）19：00～20：30（18：30開場）
■ 会場：地下１階 日比谷コンベンションホール
　 （大ホール）
■ 定員：200名　
■ 参加費：500円（千代田区民、学生は無料）
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画像：土佐光祐筆《栄花物語図屏風》江戸時代・17～18世紀　東京国立博物館
出典：国立博物館所蔵品統合検索システム（https://colbase.nich.go.jp/collection_items/tnm/A-12182?locale=ja）


